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呼吸器感染症 におけ るsparnoxacinの 臨床的検討
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主 として外 来で経験 された各種呼吸器感染症25例 に,sparfloxacinを 投与 し,そ の有用性 につ

いて検討 した。

全症例で79.2%の 高 い有効率が得 られた。副作用は1例 に,軽 微 な振戦 の出現がみ られたが,

投与中止によ り消失 した。臨床検査では,全 例において異常を認めなか った。

Sparfloxacinは,有 用性 も高 く,軽 症 および中等症の外来呼吸器感染症に対 し,優 れた臨床効

果が期待され る経口用 ピリ ドンカルボ ン酸系抗菌剤と推察 された。
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Sparfloxacinは,大 日本製薬㈱総 合研究所 で開発 さ

れた新 しい経口用 ピリ ドンカルボン酸系抗菌剤であ り,

抗菌力は,既 存の ピリ ドンカルポン酸系薬剤 の中では最

も強い部類に属 し,従 来 この系統の薬剤には低感受性で

あ った肺炎球菌,ク ラ ミジア及びマイコプラズマな どに

対 して も強 い抗菌力を有 し,呼 吸器感染症に広 く有用性

を期待 されている。

そのようなことか ら,主 として外来で経験 され る各種

呼吸器感染症に対す るsparfloxacinの 有用性 について

臨床的検討を加えた。

対象症例は,平 成1年1月 か ら平成2年1月 にかけて

広島大学医学部第二 内科および関連施設を受診 し,臨 床

症状 および臨床検 査により細菌性呼吸器感染症を疑われ

た25例 を 本剤の投 与対 象 と した。 投与 症例 の内訳 は

Table1の ごとく急性 気管支 炎2例,肺 炎5例,慢 性

気管支炎8例,気 管支拡張症の感染増悪4例,び まん性

汎細気管支炎2例 および慢性呼吸器疾患の2次 感染4例

の計25例 であった。

対象患者の平均年齢 は55.5歳 か ら68.0歳 で,性 別で

は男性17例,女 性8例 であ った。疾 患を重症度別 にみ

る と軽 症13例,中 等 症12例 で,23例 が 外来治 療 で

あった。本剤の投与 日数 は,最 短2日,最 長56日,平

均17.8日 で肺 炎,気 管支拡 張症,び まん性 汎細気 管支

炎例において長期投与例がみ られた。

本剤の 臨床 効果判定 は,sparfloxacinが3日 以上投

与 され た症例 において,自 他覚症 状および胸部X線,

白血球数,赤 沈値,CRP,細 菌検査 などの改善度によ

り著効,有 効,や や有効お よび無効の4段 階で主治医判

定 された。 また安全性 につ いては,自 他覚的副作用およ

び臨床検査 を可能な限り投与前後に行い検討 した。

Sparfloxacinを 投与 した25症 例の一覧 をTable2

に示す.な お,25例 中3例(*印)はSPFX散 剤の投

与 症 例 で あ っ た。25症 例 中 症 例1に お い て は,

sparfloxacin服 用後に振戦の 出現 を認め,投 与2日 目

で中止 とした。評価対象症例24例 の疾患別臨床効果を

Table3に 示 す。

急性気管支炎の1例 は有効であ り,肺 炎では5例 中著

効1例,有 効2例(有 効率60%)で あ った。慢性気管

支炎で は8例 中7例 が有効(有 効 率87.5%)で あ り,

気管支 拡張症4例 で は.著 効1例,有 効2例(有 効率

75%)で あった。びまん性汎細気管支炎は2例 と,症 例

数が少なか った ものの2例 と も有効(有 効率100%)で

あ った。慢性呼吸器疾患の二次感染4例 では3例 が有効

(有効率75%)で あ った。全症例では著効2例,有 効17

例,や や有 効5例 であ り,無 効はみ られなか った。全症

例での有効率 は79.2%で あった。

つ いで,用 量別臨床効果 をTable4に 示す。本剤の

投与量 は,主 治医の判断において1日 投与量を100mg
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Table 1. Clinical summary classified by diagnosis

～300mgと したが,200mg投 与例がi3例 と最 も多

かった。 それ ぞれの有効率 は,100mg投 与では2例 中

2例(有 効率100%),200mg投 与で は13例 中10例

(有効率76.9%),300mg投 与で は9例 中7例(有 効率

77.8%)が 有効 であり,1日 投与量による差 はみ られな

かった。

次に重症度別臨床効 果をTable5に 示す。疾患 の重

症度は,感 染範囲,臨 床症状,全 身状態などか ら主治医

によ り軽症,中 等症 および重症に区分 された。今回の対

象症例24例(副 作用で中止の為,効 果判定 不能 の1例

を除 く)の うちほ とん どが外来症例であ ったためか,重

症例は1例 もみ られなか った。軽症12例 では,著 効1

例,有 効9例(有 効率83.3%)で あり,中 等症12例 で

は著効1例,有 効8例(有 効率75,0%)と,軽 症 での

有 効 率 が や や 高値 で あ ったが,軽 症 お よ び 中等 症 間 に 有

効 率 の 差 は み られ な か った。

起 炎 菌 は8例 に推 定 され た。 起 炎菌 別細 菌学 的 効 果 を

Table6に 示 す 。Streptococcus pneumoniae, Kleb-

siella pneumoniae, Haemophilus influenzae の 各

菌 は,本 剤投与後に喀痰 より消失 した。Pseudbmonas

aeruginosaで は,消 失,減 少,不 変,菌 交代な らびに

不 明が各1例 ずつであ った。

副 作用 は1例 に み られ た。Sparfloxacin初 日服 用

後,両 下肢に軽度振戦がみ られたが,放 置によ り消失 し

た。 しか し,2日 目も本剤服用後 に同様症状が 出現 した

ため投与中止と した。臨床検査値 については,投 与前後

に肝機能,腎 機能検査を行 ったが,実 施可能であったい

ずれの症例において も異常変動 はみ られなか った。
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Table 2-1. Clinical and bacteriological results of sparfloxacin

*Sparfloxacin was administered in a powder preparation
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Table 2-2. Clinical and bacteriological results of sparfloxacin

*Sparfloxacin was administered in a powder preparation

Table 3. Clinical efficacy classified by diagnosis
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Table 4. Clinical efficacy classified by daily dose

Table 5. Clinical efficacy classified by severity

Table 6. Bacteriological efficacy
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We examined the usefulness of sparfloxacin (SPFX ), a new quinolone derivative, in out-

patients with respiratory infections and obtained the following results. 

1. The overall efficacy rate was 79. 2% in 25 cases orally administered 200-300 mg of SPFX 

per day. 
2. Only one patient complained of a slight tremor as a side effect which disappeared at once 

by stopping the drug. There were no abnormal laboratory findings in all the cases. 

3. These results suggest that SPFX will be a useful antibacterial agent for out-patients with 

various mild to moderate respiratory tract infections.


